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1. 2022年12月期第3四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 86,195 29.3 2,587 △20.0 2,946 △22.7 1,951 △24.5

2021年12月期第3四半期 66,651 △3.4 3,234 △54.1 3,813 △49.7 2,583 △51.3

（注）包括利益 2022年12月期第3四半期　　3,302百万円 （17.3％） 2021年12月期第3四半期　　2,815百万円 （△35.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第3四半期 182.11 ―

2021年12月期第3四半期 240.93 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第3四半期 132,587 88,632 64.8

2021年12月期 131,766 85,426 62.9

（参考）自己資本 2022年12月期第3四半期 85,949百万円 2021年12月期 82,845百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 27.50 ― 32.50 60.00

2022年12月期 ― 30.00 ―

2022年12月期（予想） 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2021年12月期期末配当の内訳 普通配当27円50銭 記念配当5円

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 119,100 32.8 500 △73.3 1,100 △57.9 600 △65.4 55.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期3Q 10,935,000 株 2021年12月期 10,935,000 株

② 期末自己株式数 2022年12月期3Q 216,740 株 2021年12月期 216,700 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期3Q 10,718,288 株 2021年12月期3Q 10,724,564 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料２ページ
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



 

（参考）個別業績予想 

2022 年 12 月期の個別業績予想（2022 年 1 月 1 日～2022 年 12 月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 115,300 34.0 △500 － 0 △100.0  0 △100.0 0.00 

 (注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
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１. 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間(2022 年１月１日～９月 30日)のガス販売量は、家庭用につきましては、ほ

ぼ前年並みとなりました。業務用につきましては、お客さま設備の稼働が前年同期と比べて改善し 6.7％

増加しました。この結果、ガス販売量合計では、前年同期に比べ 3.4％増加の 544 百万ｍ3となりました。 

売上高につきましては、ガス販売量の増加や原料費調整制度による販売単価の上方調整によりガス売

上高が増加したことなどから、前年同期に比べ 29.3％増加の 861 億円となりました。売上原価につきま

しては、ＬＮＧ等の原料価格上昇の影響でガス原材料費が増加したことなどにより、前年同期に比べ

52.8％増加の 578億円となりました。 

この結果、営業利益は前年同期に比べ 20.0％減少の 25 億円、経常利益は 22.7％減少の 29億円、親会

社株主に帰属する四半期純利益は 24.5％減少の 19億円となりました。 

なお、当社グループの業績は、ガス事業のウェイトが高く、売上高が冬季(１～３月)に多く計上され

るため、業績に季節的変動があります。 

〔ガス販売実績〕                             (単位：千㎥) 

項          目 
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 
増  減 増減率(％) 

ガ 家     庭     用 253,043 252,793 △249 △0.1 

ス 業    商   業   用 77,004 88,389 11,384 14.8 

販 務 工   業   用 161,403 163,542 2,138 1.3 

売 用 そ  の  他  用 34,927 39,699 4,772 13.7 

量  計 273,334 291,631 18,296 6.7 

 合      計 526,377 544,424 18,046 3.4 

  （注）ガス販売量は 45MJ(メガジュール)/㎥で表記しております。 

〔収支の状況〕                            (単位：百万円) 

項          目 
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 
増 減 増減率(％) 

売 上 高 66,651 86,195 19,543 29.3 

売 上 原 価 37,846 57,815 19,969 52.8 

供 給 販 売 費 及 び 

一 般 管 理 費 
25,571 25,792 220 0.9 

営 業 利 益 3,234 2,587 △646 △20.0 

経 常 利 益 3,813 2,946 △867 △22.7 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

四 半 期 純 利 益 
2,583 1,951 △631 △24.5 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期末における総資産は、投資有価証券が増加したことなどにより、前期末に比べ 8 億円増

加の 1,325億円となりました。 

純資産につきましては、利益剰余金の増加などにより、前期末に比べ 32億円増加の 886 億円となりま

した。 

なお、自己資本比率は 64.8％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、2022 年 10 月 28 日に公表した業績予想を変更しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 632 857

供給設備 47,837 47,113

業務設備 17,722 18,073

その他の設備 7,885 7,649

建設仮勘定 1,250 2,380

有形固定資産合計 75,328 76,074

無形固定資産

その他無形固定資産 3,045 3,377

無形固定資産合計 3,045 3,377

投資その他の資産

投資有価証券 12,322 16,416

その他投資 13,614 13,993

貸倒引当金 △2 △1

投資その他の資産合計 25,935 30,408

固定資産合計 104,309 109,860

流動資産

現金及び預金 14,739 8,608

受取手形及び売掛金 8,703 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 9,531

商品及び製品 22 36

仕掛品 771 425

原材料及び貯蔵品 540 1,012

その他流動資産 2,717 3,153

貸倒引当金 △38 △41

流動資産合計 27,457 22,726

資産合計 131,766 132,587
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

固定負債

社債 934 901

長期借入金 16,720 15,352

役員退職慰労引当金 42 46

ガスホルダー修繕引当金 397 453

固定資産除却損失引当金 1,590 ―

器具保証引当金 735 628

退職給付に係る負債 5,471 3,494

その他固定負債 1,009 1,440

固定負債合計 26,901 22,317

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 1,693 2,117

支払手形及び買掛金 6,451 5,440

短期借入金 ― 700

未払法人税等 368 775

固定資産除却損失引当金 ― 1,960

その他流動負債 10,925 10,644

流動負債合計 19,439 21,637

負債合計 46,340 43,954

純資産の部

株主資本

資本金 2,754 2,754

資本剰余金 36 36

利益剰余金 77,415 79,279

自己株式 △271 △271

株主資本合計 79,934 81,798

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,038 2,805

退職給付に係る調整累計額 872 1,345

その他の包括利益累計額合計 2,911 4,151

非支配株主持分 2,580 2,682

純資産合計 85,426 88,632

負債純資産合計 131,766 132,587
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 66,651 86,195

売上原価 37,846 57,815

売上総利益 28,805 28,379

供給販売費及び一般管理費 25,571 25,792

営業利益 3,234 2,587

営業外収益

受取利息 111 103

受取配当金 194 216

受取賃貸料 242 119

持分法による投資利益 59 25

雑収入 69 129

営業外収益合計 677 594

営業外費用

支払利息 70 94

匿名組合投資損失 - 122

雑支出 28 18

営業外費用合計 98 236

経常利益 3,813 2,946

特別利益

固定資産売却益 - 60

特別利益合計 - 60

特別損失

退職給付制度改定損 - 85

特別損失合計 - 85

税金等調整前四半期純利益 3,813 2,921

法人税等 1,120 854

四半期純利益 2,692 2,067

非支配株主に帰属する四半期純利益 108 115

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,583 1,951
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 2,692 2,067

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 139 765

退職給付に係る調整額 △27 473

持分法適用会社に対する持分相当額 10 △2

その他の包括利益合計 122 1,235

四半期包括利益 2,815 3,302

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,705 3,191

非支配株主に係る四半期包括利益 109 111
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。 

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020年３月 31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。こ

れによる主な変更点は次の通りです。 

・電力小売に係る収益認識 

 電力小売収益に関して、従来は毎月の検針による使用量の計量に基づき収益を認識しておりましたが、決

算月の検針日から決算日までに生じた収益を見積って認識する方法に変更しております。また、再生可能エ

ネルギー発電促進賦課金は、従来は収益として認識しておりましたが、第三者のために回収する金額に該当

することから収益として認識しない方法に変更し、再生可能エネルギー買取に伴い収受する再エネ特措法交

付金についても従来は収益として認識していましたが、費用から控除する方法に変更しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 1,456百万円減少し、売上原価は 1,284百万円減少し、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ171百万円減少しております。また、利益剰

余金の当期首残高は593百万円増加しております。 

 収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示し

ていた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含め

て表示しております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する

会計基準」（企業会計基準第10号2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算

定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結

財務諸表に与える影響はありません。 
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（追加情報） 

（退職金制度の改定）  

  当社は、2022年４月に、退職金制度の改定を行い、給付水準の見直しとともに退職一時金制度の一部に

ついて確定拠出年金制度へ移行したことにより、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計

基準適用指針第１号 2016年 12月 16日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第２号 2007年２月７日）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給

付制度の一部終了の処理を行っております。これにより、当第３四半期連結累計期間において、「退職給付

制度改定損」85百万円を特別損失に計上しております。 

 

３．（参考）個別業績の概要 

（１）四半期個別経営成績の概況（2022年１月１日～2022年９月30日）   
                          （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円   ％ 

 

  

百万円    ％ 

 

百万円      ％ 

 

百万円      ％ 

       
2022年12月期第３四半期 

2021年12月期第３四半期 

83,293    30.7 

63,711   △3.8 

1,747 △28.6 

2,447 △60.4 

2,127 △30.0 

3,038 △54.9 

1,518  △30.6 

2,188  △55.0 

 

京葉瓦斯㈱(9539) 2022年12月期 第3四半期決算短信

－ 8 －


	2022.3Q決算短信サマリー(個別業績予想有)
	2022.3Q決算短信サマリー.pdf
	2_2022.3Q（参考）個別業績予想

	2022年12月期第3四半期決算短信.pdf
	バインダー1.pdf
	3_2022.3Q添付資料の目次.pdf
	4_2022.3Q定性的情報
	5_2022.3Q財務諸表
	6_2022.3Q四半期連結財務諸表に関する注記事項





